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ｅＰＴＦＥ

ePTFEラミネートがもつ快適
さの原点は「ePTFEメンブレ
ン」と呼ばれる一枚の膜に
あります。きわめて薄く、
軽く強いフィルム状の素材
で、1平方センチあたり十数
億個もの微細な孔（0.2ミク
ロン）をもっていて、ひと
つの孔の大きさは水滴の2万
分の1で、水蒸気の700倍。
ですから水は通さないのに、
汗の水蒸気は素早く通過さ
せるのです。

ｅＰＴＦＥ
メンブレン表
面の電顕写真

マットカバーに使用されているｅＰＴＦＥラミネートの特徴
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ePTFEメンブレン
表面の電顕写真

ePTFEがもつ快適さの原点
は「ePTFEメンブレン」と
呼ばれる一枚の膜にあり
ます。きわめて薄く、軽
く、強いフィルム状の
素材で、1平方センチあた
り十数億個もの微細な孔
（0.2ミクロン）をもって
いて、ひとつの孔大きさ
は水滴の2万分の1で、水
蒸気の700倍。ですから水
は通さないのに、汗の水
蒸気はすばやく通過させるの
です。
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【褥そう予防のためのプロトコール例】
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●フルサイズ（ベット用）
【コンビ型】（厚い8.5cmタイプ）
①ベッド本体（架台）に直接メディマット®をのせます。
②メディマット®の上に通気性のあるシーツ、ベットパット、毛布などを敷きます。
通気性・透湿性のない防水シーツなどは、敷かないで下さい。

●車椅子サイズ
【車椅子フルサイズ】
①車椅子本体の座面にすべり止めを敷いて下さい。
②車椅子本体の座面と背もたれに沿ってメディマット®をのせてください。
③メディマット®をのせた後、安定したすわりが確保できている確認して下さい。
④不安定感がある場合は、すべりと目の位置を調整し、座面と背もたれの曲がりの部分を
深く押し込んでください。

【車椅子ハーフサイズ】
①車椅子本体の座面にすべり止をを敷いて下さい。
②座り位置とすわり感を確認して使用して下さい。

車椅子フルサイズ・ハーフサイズ（W485T）のメディマット®を使用する場合は、すべり止を使用
して下さい。フルサイズ（コンビ、BF838T・BF918T）は、その必要はありません。

部屋の温度が低い場合、少し硬く感じることがあります。その場合はあらかじめ部屋を暖めておくか
電気毛布・電気敷布など（通気性のあるもの）を使用して下さい。

また、リュウマチ・筋萎縮症・パーキンソン病など、マットレスの硬さなどによる寝心地に敏感な方は、
綿などの敷布や柔らかい厚手のシーツ（毛布・ベットパットなど）を使用してください。

ベット用メディマット®をベット以外、例えば畳の上、フローリング、あるいは床板などで使用する場合
は、マットレス底面から出てくる水蒸気を吸収するようなもの（タオルケットなど）を敷いてください。
このような条件で、同じ場所で長期間使用することは避けてください。

9



●鋭利なものを押し付けないで下さい。
●難燃性素材ですが、タバコなどの火や高温になるものを近づけないで下さい。
●直射日光をさけて保管して下さい。
●洗浄する場合は、ビニール袋に水と洗剤を適量入れ、やさしくもみ洗いして下さい。
●亀裂することがあるので、強く引いたり、つかんだりしないで下さい。
●気温の低い（15℃以下）場所で、強く折り曲げないで下さい。亀裂や破損が生じることがあります。
●折り曲げる場合は、黄を内側にし、オレンジが外側になるように折りたたんで下さい。
カバーを開けて確かめる必要があります。

●ウレタンの破損、断裂が生じている場合は、内部ウレタンの交換を検討して下さい。ウレタン表面
の小さな亀裂などは、継続使用に問題はありません。
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マットレスは柔軟な素材を使用しているため、従来のウレタンマットレスではできなかった
折り曲げが可能です。そのため、自由に計上を変えての収納、持ち運びが可能です。
ウレタンウォームに亀裂や破損が生じる場合があります。折り曲げる場合は、必ず底面を外側になるよう
やさしく、2つに折にして下さい（写真参照）。フルサイズ（コンビ、BF838T・BF918T）も同様にして下さい。
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6. メディマット®に関するＱ&Ａ

Ｑ：メディマット®を試しに使ってみることができますか？

Ａ：できます。メディマット®は基本的に1～2週間の使用後、購入するかどうか決めていた
だいています。試用がご希望の場合はご連絡ください。

Ｑ：メディマット®を使用すれば褥そうはできませんか。
Ａ：メディマット®を使用してケアが充分でなければ褥そうはできます。褥そうの予防

及び治療のためには患者にあった適切なケア（栄養状態の改善、体位の変換、
オムツの交換など）をすることが重要です。（コラム：褥そう発生のメカニズム
参照。）

Ｑ：他の褥そう予防マットレスと併用しても良いですか？
Ａ：他のマットレスとの併用はメディマット®の特徴（カバーの防水・撥水性や透湿性、

ウレタンフォームの適度な硬度など）を活かせないことになるので、メディマット®
は単独で使用して下さい。

Ｑ：メディマット®の上に何を敷いたら良いですか？
Ａ：シーツ、タオルケット、毛布などの通気性のあるものを使用して下さい。

通気性のないシーツの使用は、できるだけ避けていただき、横シーツとして、バス
タオルあるいは透湿性のある「綿シーツ」などの使用をお薦めします。

Ｑ：メディマット®には表と裏はありますか？
Ａ：メディマット®には表と裏があります。ｅＰＴＦＥラミネートカバー面（薄緑色）が

表です。

Ｑ：カバー（薄緑色）は、防水性ですか？
Ａ：カバーは防水性です。尿や薬液はもちろんのこと、細菌類などもウレタンウォーム

に浸透していくことがありません。ただし裏のポリエステル布に防水性はありませ
んので、正しく使用して下さい。

Ｑ：撥水性と防水性は違いますか？
Ａ：撥水性は水をはじく性質です。防水性は水を通さない性質です。撥水性だけの生地

では水圧がかかると水が浸透しますが、ｅＰＴＦＥメンブレンは耐圧性があるので
水が浸透しません。

Ｑ：カバーが防水だとムレませんか？
Ａ：カバーはｅＰＴＦＥラミネートを使用していますので、防水性でありながら透湿性

があります。1㎡あたり、24時間で6,000～7,000㏄（ＪＩＳ Ｌ 1099Ｂ法による）
の水蒸気を透過させる能力があります。したがって汗で不快になることが少なく
爽快です。

Ｑ：ウレタンフォームに汗等の水分がたまることはないですか？
Ａ：ありません。ウレタンフォームも水分が透過するように工夫されていますので、溜

まることはありません。ただし使用条件によっては定期的な陰干しをすることを
お勧めします。
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Ｑ：カバーが汚れたらどうすれば良いですか？
Ａ：乾いていなければ、まず、拭き取って下さい。その後、アルコールで2度拭きしていただければ、
消毒の効果もあり、汚物等の臭いもなくなります。乾いている場合は、蒸しタオル等で柔ら
かくした後で良く拭き取って同乗の処置をしてください。
継続的に安心してご活用いただくために1ヶ月に1度、カバーをアルコールタオル等で清拭
することをお勧めします。

Ｑ：カバーは、洗えますか（頑固なシミなどは・・・）？
Ａ：カバーは汚れたら市販の中性洗剤で洗濯して下さい。ただし洗剤（界面活性剤）が

残っていると表生地の撥水性が低下しますので、すすぎを十分にしてください。
またカバーを構成してるｅＰＴＦＥメンブレンが傷つくので、絞ることはしないで
下さい。がんこな油脂等がついた場合には、ドライクリーニングを行ってください。
その後に通常の洗濯をすると効果的です。

Ｑ：洗剤や汚れで目詰まりしませんか？
Ａ：しません。通常の汚れは孔に侵入できないほど巨大で、さらにｅＰＴＦＥメンブレ

ンには汚れに強い特殊加工が施されています。洗剤や脂は生地になじむ可能性は
ありますが、裏までは到達しませんし、洗濯することで除去できます。

Ｑ：カバーは定期的に洗う必要がありますか？
Ａ：長期間使用していると、どうしても皮脂などの付着により、浸透性が低下する場合

があります。それを防ぐために、定期的な洗濯をお勧めします。

Ｑ：撥水性が低下しても水が漏れませんか？
Ａ：漏れません。たとえ撥水性が低下しても、防水機構は維持されますので漏れること

はありません。

Ｑ：カバーの撥水効果はどれくらい保持されますか？
Ａ：撥水性は生地の表面に塗布されているものによって維持されているために、洗濯などに

低下します。工業試験（JIS L 1092法）の結果、家庭洗濯50回ぐらいで撥水効果が薄れて
きます。再び撥水効果を持たせるには市販の防水（撥水）スプレーを使用することも可能で
すが、詳細についてはご相談ください。

Ｑ：ウレタンフォームは洗えますか？
Ａ：洗えます。ビニール袋に水と洗剤を適量入れ、やさしくもみ洗いしてください。ただし、乾燥す
るのに時間がかかります。枕ぐらいの大きさのものを洗い軽く脱水した場合、乾燥前の重
量に戻るのに、室温（25℃）放置で30時間、70℃オーブン内で7時間かかりました。
できれば専門の洗濯業者へ相談することをおすすめします。

Ｑ：ウレタンフォームはへたりませんか？
Ａ：特殊ウレタンフォームを使用しているためにへたりは比較的少ないと言えます。工業試験
（JIS L 0217 103法）の結果、10回の洗濯後でも、硬さや寸法の変化はわずかで、亀裂等の
発生も認められませんでした。
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Ｑ：ウレタンフォームが汗などの水分で加水分解を起こしませんか？

Ａ：ウレタンフォームは一般的に加水分解しやすいのですが、メディマット®のウレタンフォー
ムは、加水分解が起こり難いものを使用しています。

Ｑ：ウレタンフォームにカビは生えませんか？
Ａ：雑菌等を通さないカバーを使用していますので、内部のウレタンフォームにもカビ

は繁殖し難いです。カバーに開いた穴からあるいは他の原因ウレタンフォーム層に
雑菌が入るとカビが生えることがあります。

Ｑ：布団乾燥機は、使えますか？
Ａ：使えます。ただし乾燥温度は70℃以下に保ってください。

Ｑ：メディマット®は他社のマットレスに比べて少し硬いようですが、理由を教えて
ください。

Ａ：特殊ウレタンフォームと伸縮しないカバー（ｅＰＴＦＥ）により、柔らかくなり
すぎないように工夫されています。この結果、十分な局部の耐圧分散効果を持ち
ながら、姿勢の保持や体位の変換が行い易いというマットレスになっています。

Ｑ：直射日光に当てても大丈夫ですか？
Ａ：カバーは大丈夫ですが、ウレタンフォームは紫外線で変色する恐れがあります。

従って、カバーを外してウレタンフォームを直射日光に当てることはしないで
下さい。

Ｑ：季節によってウレタンフォームの硬さは変わりませんか？
Ａ：ウレタンフォームは気温が低いと硬化します。硬化しても人間の体温により人体と

の接触面は10分ほどで通常の状態に戻ります。室温が18℃以上であれば硬化しな
と言えます。

Ｑ：背上げをしても良いですか？
Ａ：問題ありません。背上げは、一般的なマットレスと同様にお考え下さい。

Ｑ：メディマット®を使用するとベッドの高さが高くなりませんか？
Ａ：メディマット®の厚さ分だけ高くなります。ベッドからの移動の際などに支障がない

ように、ベッドの高さを調節する、あるいは安定した足台をおくなど安全面に配慮
して下さい。

Ｑ：一般の布団代わりに使用できますか？

Ａ：使用できます。快適な寝心地が期待できます。ただし、メディマット®は透湿性が
あるので、床に直接置くと床が水分で漏れる可能性があります。ベッドでの使用
をお薦めします。
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Ｑ：オムツを着用した患者さんの褥そうが治らず、メディマット®の効果が見られ
ませんが？

Ａ：メディマット®には透湿性があり、褥そう患部の湿度が適度に保たれることが治療
効果の一員と考えられます。ただし、オムツに透湿性がないと、このメディマット®
の効果も活かされませんので、オムツも透湿性のあるものに変えてみてください。
現在、紙オムツは、通気性や透湿性があるものが市販されていますので、メディ
マット®との組み合わせには適しています。また、オムツカバーもｅＰＴＦＥを使用
して透湿性を持たせた商品があります。

Ｑ：メディマット®使用後、背中や褥そう周辺が赤く（発赤）なりました。どうすれば
良いですか？

Ａ：経過を観察して下さい。発生の原因は皮膚の血流が改善しているためと考えられ
ます。これまでの経験では、ほとんどの例において数日間で発赤は消失しています。
それでも発赤が消失せず病態が悪くなるようでしたら、メディマット®の使用を中止
して下さい。

Ｑ：メディマット®はどれくらい長持ちしますか？
Ａ：メディマット®の耐用年数は5年を想定しています。5年経過したら特にウレタン

フォームを点検（ヘタリ、亀裂、劣化など）してください。

Ｑ：メディマット®のカバーだけあるいはウレタンフォームだけ買い換えられますか？
Ａ：交換販売には応じますのでご相談ください。

Ｑ：特別な用途のメディマット®は製造可能ですか？
Ａ：基本的には出来ません。
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